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先週のマーケット動向（3 月 11 日～3 月 15 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,317.0  1,330.5  1,308.0  1,330.5  +10.7 

JPY/KRW 8.9732  8.9793  8.8830  8.9765  +0.050 

KOSPI 2,665.58  2,718.76  2,658.74  2,666.84  ▲13.51 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇。週初 1,317.0ウォンでオ

ープンしたドル/ウォンは 8 日の雇用統計の内容を受け、米

早期利下げ期待の高まりからウォン買い優勢に。12日、13

日についても上値重い推移が継続。米 CPI は予想以上の内

容となるも、米国の 6 月利下げ開始予想を変えるほどでは

ないとの見方から、為替相場は小動き。1,310ウォン付近が

サポートラインと意識され輸入企業による決済需要から下

値は限定的な値動きとなった。14日は米 PPI を控えた警戒

感から小幅にドル高推移。米 PPI は CPI 同様に市場予想比

高い結果となり、米金利が急上昇。これを受け、ドルに買い

戻しが入り、翌 15 日のドル/ウォンは大幅上昇。結局、先

週末比+10.7 ウォン上昇の、1,330.5ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週は米・日に加え、英・スイス・豪でも中銀会合が開

催される。足許米利下げ開始時期の後ずれが意識され、

FOMCではドット・チャートに注目が集まろう。日銀会合に

おいては、マイナス金利解除等、正常化に向けた政策変更

の有無が焦点に。先週米CPI・PPIの上振れを受け、インフ

レ減速ペースの鈍化が懸念される中、海外金利上昇への警

戒感からドル/ウォンは底堅い推移を想定する。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1315 ～ 1345 8.80  ～ 9.10  147.5  ～ 150.5  

 

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

今後の予定 

 

18日(月) 日 1月 機械受注 
欧 2月 CPI 確報値

19日(火) 日 1月 鉱工業指数 確報値
米 2月 住宅着工件数 
日  BOJ 政策金利発表 

20日(水) 米  FOMC 政策金利発表 
21日(木) 米 3月 失業保険新規申請者数 

米 3月 製造業PMI 速報値
欧 3月 製造業PMI 速報値
米 3月 サービス業PMI 速報値
欧 3月 サービス業PMI 速報値
欧 3月 消費者信頼感指数 速報値
日 2月 貿易統計 
米 2月 中古住宅販売件数 

22日(金) 日 2月 CPI 


